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らないと漢然と考えていたかもしれない。ところが、三氏の発表と後半部のシンポ

ジウムの討論を通して、やっと気がついたのは、現実的な間題や感情的な思い入れ

よりも、私たちの根本的な、隈考体系こそ直すべきではないかということだ。まず、

正常であるということに対して。私は、彼らを異常だと思ったのだが、その考え方

が間違っているのではないだろうかという疑間である。何が正常で何が異常なの

か、一定の規範でくくられる多数派が正常で、逸脱した少数派が異常なのか。

　人間は＜男／女＞という概念や役割を担い、その文化に合わない存在を、＜クィ

ア〉な存在として扱ってきたのだ。生物学上の違いを社会文化的一性差として持っに

至った、それぞれの性的アイデンティティーは、現在では、次第に＜男／女＞とい

う二つのカテゴリーに収まることができなくなっている。だからこそ逆に、社会は、

制度として＜男／女＞という二つのカテゴリーのなかに人々を囲い込もうとしてき

たのだった。異性愛と同性愛についてもこの延長線上の間題だと思う。異性愛が正

しいという強制的異性愛（compu1sory　hetero－sexuality）があったからこそ、同

性愛者はおぞましい存在、排除されるべき存在として、白己の正当な権利を主張す

ることのできない存在に陥るしかなかったのではないだろうか。この点で、竹村氏

の「同性愛をまつわる＜噂＞は、＜アウト／クロゼット＞、＜体制／反体制＞、＜

規範／逸脱＞、＜メインプロット／サブプロット＞、＜抵抗／占有＞、＜消費する

／される＞、＜祇抗／占有〉、＜商品／個性〉、＜ファンタジー／事実＞の二項対

立を掩乱させて、同性愛を搦手から可視のもの、そこに存在するものにしていく」

という分析や、小谷氏の性的逸脱に関する指摘は、そのような既存の概念を突き崩

すための積極的な読みであったと思う。また、もう一つ気付いたことは、同性愛の

原困が遺伝的であるか、社会的な要因であるかという論争は、結論づけられないも

のであり、問題の解決策にはならないということだ。

　　ゲイとレズビアンを＜クィア＞な存在として排除したり、抑圧したリしてきた

強制的異性愛の文化に対して、もう一度それを概念化し直すこと。これこそ、同性

愛の閥題を解決できる錐であり、今度のシンポジウムの目的ではなかったかと思

う。そのためには、私たちの認識の変化、すなわち＜彼／彼女＞らの文化を独自の

社会的・文化的特微を持つ文化の一つのイデオロギーとして認めていく努力が必要

だと思う。

一109一


